27　次の文章を読んで、後の設問に答えよ。ただし、設問の都合で送り仮名を省いたところがある。　　　　　　　　　　　〈東京大〉二〇一九年度出題

[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]　学　校 (ハ)　所㆓ (㆐) 以　養 (フ)一㆑ 士 (ヲ)　也。然 (　レドモ) 古　之　聖　王、其 (ノ)　意 ａ不㆓ 僅　此㆒ 也。必 (ズ)　使 (メ)㆘ 治㆓ (　ムル) 天　下 (ヲ)㆒ 之　具 (　ヲシテ) 皆　出 (デ)㆗ 於　学　校㆖ (　ヨリ)、而 (ル)　後 (ニ)　設㆓ (　クル) 学　校 (ヲ)㆒ 之　意　始 (　メテ) 備。 (　ハル)天　子　之　所㆑ 是 (　トスル) 未 (ダ)㆓ 必 (　ズシモ) 是㆒ (　ナラ)、天　子　之　所㆑ 非 (　トスル) 未 (ダ)㆓ 必 (　ズシモ) 非㆒ (　ナラ)。天　子　亦　遂 (ニ) ｂ不㆔ 敢　自　為㆓ 非　是㆒、而 (　シテ) 公㆓ (　ニス) 其 (ノ)　非　是 (ヲ)　於　学　校 (ニ)㆒。是 (ノ)　故 (ニ)　養㆑ (　フハ) 士 (ヲ)　為㆓ (　ルモ) 学　校　之　一　事㆒、而　学　校　不㆓ 僅　為㆑ 養㆑ 士　而　設㆒ 也。
三　代　以　下、 天　下　之　是　非　一 (ニ)　出 (ヅ)㆓ 於　朝　廷㆒ (　ヨリ)。天　子　栄㆑ (　トスレバ) 之 (ヲ)　則 (チ)　群　趨 (はしリテ) 以 (テ)　為 (シ)㆑ 是 (ト)、天　子　辱㆑ (　トスレバ) 之 (ヲ)　則 (チ)　群　擿 (なげうチテ) 以 (テ)　為 (ス)㆑ 非 (ト)。而 (　シテ) 其 (ノ)　所　謂　学　校 (　ナル) 者 (ハ)、科　挙 (　モテ) 囂 (がう)　争、 (さうシ)富　貴 (　モテ) 熏 (くん)　心。 (しんス)亦　遂 (ニ) ｃ以 (テ)㆓ 朝　廷　之　勢　利 (ヲ)㆒一㆓ (㆐) 変 (ス)　其 (ノ)　本　領 (ヲ)㆒。而 (　シテ)　士　之　有 (ル)㆓ 才　能　学　術㆒ 者、且 (ツ)　往　往 (　ニシテ) 自 (ラ)　抜㆓ (　キンデ) 於 ｄ草　野　之　間㆒、於㆓ (　イテ) 学　校 (ニ)㆒ 初 (　メヨリ) ｅ無㆑ 与　也。究 (きう)　竟 (きやう)　養㆑ (　フノ) 士 (ヲ)　一　事 ｆ亦　失㆑ 之　矣。
（黄宗羲『明夷待訪録』による）


〔注〕
○三代以下――夏・殷・周という理想の治世が終わった後の時代。
○囂争――騒ぎ争う。
○熏心――心をこがす。

問１　傍線部ａ・ｄ・ｅの意味を現代語で記せ。

問２　「不㆔敢自為㆓非是㆒」（傍線部ｂ）を平易な現代語に訳せ。

問３　「以㆓朝廷之勢利㆒一㆓ (㆐)変其本領㆒」（傍線部ｃ）とはどういうことか、わかりやすく説明せよ。

◎問４　「亦失㆑之矣」（傍線部ｆ）とあるが、なぜ「亦」と言っているのか、本文の趣旨を踏まえて説明せよ。

【解答と採点基準】
問１　ａ＝ただこれだけではない
同意可。限定の意になっていること。
　　　ｄ＝民間
同意可。
　　　ｅ＝関与することはない
同意可。
問２　Ａ天子はＢ正しいか正しくないかをＣ自ら進んでは決定せず
Ａ＝２〔「帝」「王」など同意可。〕
Ｂ＝３〔「是非」も可。〕
Ｃ＝５〔同意可。ただし「不敢～（敢ヘテ～ず）」の訳になっていないものは全体０。〕
問３　Ａ朝廷の権力・金力によりＢ学校の本分は大きく変わること。
Ａ＝４〔同意可。〕
Ｂ＝６〔同意可。「本分」は「本質」「本来の目的」なども可。〕
問４　Ａ朝廷がものごとの是非を示し、Ｂまた才能や学術がある者は民間から頭角を現すようになったから。
Ａ＝５〔同意可。「ものごとの」はなくても可。〕
Ｂ＝５〔同意可。文末が「～から。」となっていないものは減点１。「また＝添加の意」を示す語句で接続できていないものは全体０。〕


【書き下し文】
　学校 (がくかう)は士 (し)を養 (やしな)ふなり。然 (しか)れども古 (いにしへ)の聖 (せい)王 (わう)、其 (そ)の意 (い)僅 (わづ)かに此 (これ)のみならざるなり。必 (かなら)ず天 (てん)下 (か)を治 (をさ)むるのをして皆 (みな)学校より出 (い)でしめ、るに学校を設 (まう)くるの意始 (はじ)めて備 (そな)はる。天 (てん)子 (し)の是 (ぜ)とする所 (ところ)未 (いま)だ必ずしも是ならず、天子の非 (ひ)とする所未だ必ずしも非ならず。天子亦 (また)遂 (つひ)に敢 (あ)へて自 (みづか)ら非是を為 (な)さず、而 (しか)して其の非是を学校に公 (おほやけ)にす。是 (こ)の故 (ゆゑ)に士を養ふは学校の一 (いち)事 (じ)為 (な)るも、而るに学校僅かに士を養ふの設 (せつ)のみならざるなり。
　三 (さん)代 (だい)以 (い)下 (か)、天下の是非一 (いつ)に朝廷 (てうてい)より出づ。天子之を栄 (えい)とすれば則 (すなは)ち群 (むれ)趨 (はし)りて以 (もつ)て是と為し、天子之を辱 (じよく)とすれば則ち群ちて以て非と為す。而して其の所謂 (いはゆる)学校なる者 (もの)は、科 (か)挙 (きよ)もて囂 (がう)争 (さう)し、富 (ふう)貴 (き)もて熏 (くん)心 (しん)す。亦遂に朝廷の勢 (せい)利 (り)を以て其の本領 (ほんりやう)を一変 (いつぺん)す。而して士の才能 (さいのう)学術 (がくじゆつ)有 (あ)る者、且 (か)つ往往 (わうわう)にして自 (おのづか)ら草 (さう)野 (や)の間 (かん)に抜 (ぬ)きんで、学校に於 (を)いて初 (はじ)めより与 (くみ)すること無 (な)きなり。究竟 (きうきやう)士を養ふの一事亦之をへり。


【現代語訳】
　学校は立派な人物を養成するための場である。しかし、古代の聖王は、学校の意義は問１ａただこれだけではない（と考えていた）。天下を治める手段をすべて必ず学校から出すようにさせて、その後に学校を設ける意義が初めて整う。天子が正しいと考えることが必ずしも正しいとは限らず、天子が正しくないと考えることが必ずしも正しくないとは限らない。天子もやはり、その結果、問２正しいか正しくないかを自ら進んでは決定せず、そして正しいか正しくないか（の決定）を学校に公開する。こういった理由で、立派な人物を養成することは学校の一つの務めであるが、しかし学校はただ立派な人物を養成するための場だけではないのである。
　夏・殷・周の後の時代（になると）、天下の是非はすべて朝廷から出る（ようになった）。天子があることを栄誉とすればそのときには一斉に小走りに群がって（そのことを）是とし、天子があることを恥辱とすればそのときには一斉に群がり投げ出して（そのことを）非とする。そして、一般的にいう学校という場は、科挙のために騒ぎ争い、富貴のために心をこがす（場となった）。やはり結局は（時の）朝廷の権力・金力により、学校の本分を一変させているのだ。そして、立派な人物で才能や学術がある者は、また往々にして自然と問１ｄ民間から頭角を現し、学校という場には初めから問１ｅ関与することはない。結局、立派な人物を養成するという学校の一つの務めはやはりこの点でも失われているのである。
